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機能性ディスペプシアとは
「胃の検査を行っても異常がないのに、胃の不快な症状が続く状態」

＜特徴＞
・日本では2013年に正式な診断名となる

・健康診断を受けた人の15％、病院を受診した人の45％に
見つかる ⇨ 「よくある病気」

・症状のため日常生活に支障を来すことがある

・適切な治療で症状が改善



機能性ディスペプシア
＜主な原因＞ ＜症状＞

①胃の運動異常 胃もたれ 早期満腹感

②胃の知覚過敏 胃の痛み

③心理的なもの 胃もたれ 胃の痛み

④胃酸 胃もたれ 胃の痛み

＜診断＞

①内視鏡検査で胃がんや胃潰瘍などの病気がないことを確認

②胃の不快な症状が１週間に2～3回以上あり、その症状が

１ヶ月位続く



機能性ディスペプシアの治療
①治療薬

胃もたれ ⇨ 消化管運動改善薬

早期満腹感 （アコチアミドなど）

漢方薬（六君子湯）

胃の痛み ⇨ 胃酸分泌抑制薬

ストレス ⇨ 抗不安薬など

ピロリ菌の感染者 ⇨ ピロリ菌除菌

②生活習慣の改善

・十分な睡眠

・規則的な食事（早食い、食べ過ぎに注意）

（食は楽しみ！）

・自分のストレスを理解し、うまく逃がす


